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さわやかな季節のおとずれとともに、野山は緑を増し、

街|こは、黄色い帽子をかぶった、かわいらしい新入生の姿

がめだつこのごろです。

今年、市内の小学校に入学された児童は､522名。

小さな胸のうちには、希望と喜びがいっぱいあふれてい

ます。

テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1151 . 1152です。



重点施策の一つ

子倹や青少年が冤亨室で言青・
教育蕊演縁蕊蕊

教育費12億369万6千円の内訳

○
待
た
れ
る

松
岡
中
学
校
の
改
築

か
ね
て
懸
案
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た

松
岡
中
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て
は
、
去

る
三
月
の
市
議
会
で
建
設
予
算
が
議
決

さ
れ
、
い
よ
い
よ
今
年
度
か
ら
２
か
年

継
続
事
業
と
し
て
始
ま
り
ま
す
。

改
築
に
つ
い
て
は
、
現
在
あ
る
木
造
校

舎
を
取
り
こ
わ
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
と
な
り
ま
す
。

規
模
に
つ
い
て
は
、
建
築
面
積
延
べ
二

六
二
八
派
で
、
普
通
教
室
７
、
特
別
教

室
８
、
そ
の
他
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
又
、
敷
地
も
一
部
拡
張
さ
れ
、
運
動

場
も
現
在
よ
り
広
げ
ら
れ
、
完
成
後
は
環

境
の
よ
い
立
派
な
学
校
と
な
り
ま
す
。

○
秋
山
中
学
校
に

プ
ー
ル
建
設

健
康
で
た
く
ま
し
い
体
を
つ
く
る
た

め
に
学
校
プ
ー
ル
は
欠
か
せ
な
い
施
設

の
一
つ
で
す
。 ’ ’市

の
重
点
施
策
で
あ
る
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
、
現
況
と
今
後
の
主
な
る
事
業
・

内
容
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

年

年

々
整
備

さ
れ
る
教
育

環
境
Ｊ

’

~

’
’

大
小
会
議
室
を
有
し
、
各
種
会
議
・
集

会
の
利
用
を
は
じ
め
、
教
室
・
講
座
な

ど
自
主
事
業
に
よ
る
学
習
、
創
造
活
動

の
中
心
施
設
で
す
。

市
民
の
多
様
な
要
求
に
こ
た
え
る
教

室
、
講
座
の
充
実
と
、
ク
ラ
ブ
、
サ
ー

ク
ル
の
育
成
に
努
め
、
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
内
で
プ
ー
ル
の
あ
る
学
校
は
高
小
、

東
小
、
松
小
、
秋
小
、
高
中
の
５
校
で

す
が
、
今
年
度
は
秋
山
中
学
校
に
６
番

目
の
プ
ー
ル
が
出
来
ま
す
。
４

規
模
は
長
さ
鋸
、
、
幅
５
ｍ
、
７
コ
ー
ス

ー

で
す
。
今
年
の
夏
に
利
用
出
来
る
よ
う

建
設
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

蔭悪○
豊
か
な
心
と

生
涯
学
習
を

め
ざ
す

中
央
公
民
館

可

施
設
の
整
っ
た

社
会
教
育

環
境
し

’J
I’

○
知
識
と
教
養
を

高
め
る

図
書
館

図
耆
、
定
期
刊
行
物
、
視
聴
覚
資
料

な
ど
、
文
献
、
資
料
の
収
集
保
存
、
提

供
、
お
よ
び
集
会
、
行
事
な
ど
、
市
民

の
学
習
、
教
養
活
動
の
中
心
施
設
で
す
。

現
在
二
万
七
千
冊
余
の
蔵
耆
に
加
え

今
年
七
千
冊
を
購
入
予
定
し
て
お
り
、

「
市
民
一
人
一
冊
」
の
目
標
が
達
成
で

き
ま
す
。
ま
た
、
「
読
み
聞
か
せ
」
、

「
映
画
会
」
を
随
時
開
催
し
て
、
市
民

の
読
書
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

○
街
の
歴
史
と
生
活
の

移
り
変
わ
り
を
知
る

歴
史
民
俗
資
料
館

民
俗
資
料
、
歴
史
資
料
を
収
集
、
保

存
し
、
そ
れ
を
展
示
及
び
教
育
普
及
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で

す
。

現
在
の
展
示
品
は
、
生
産
生
業
を
主

○
芸
術
と
文
化
を

育
て
る

文
化
会
館

音
楽
、
演
劇
等
の
公
演
が
で
き
る
ホ

ー
ル
、
展
示
場
を
有
し
た
芸
術
文
化
活

動
の
中
心
施
設
で
す
。

市
民
の
活
動
を
積
極
的
に
援
助
す
る

と
と
も
に
、
多
彩
な
公
演
を
企
画
し
、

機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

亨

青
少
年
を
対
象
と
し
た
各
種
事
業
の

開
催
を
は
じ
め
、
健
全
育
成
、
非
行
防

止
の
た
め
の
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
「
国
際
交
流
の
集
い
」
、
「
楽

し
く
遊
ぼ
う
み
ん
な
の
広
場
」
が
第
、

回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
期
に
、
青

少
年
の
社
会
参
加
が
組
織
と
し
て
の
力
と

○
働
く
青
少
年
の
活
動
の
場

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
、

勤
労
青
少
年
を
対
象
に
、
広
く
社
会
参

加
の
機
会
を
与
え
、
新
し
い
仲
間
づ
く

り
を
図
る
施
設
で
す
。

各
種
の
教
室
、
講
座
を
開
設
し
て
、

学
習
、
交
流
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
母
体
と
し
て
の
「
利
用
者
友
の

会
」
の
組
織
強
化
の
た
め
、
多
く
の
青

少
年
が
利
用
登
録
を
さ
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

○
青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る

青
少
年
対
策

と
し
た
民
俗
資
料
を
中
心
に
、
歴
史
資

料
と
し
て
、
地
理
学
者
長
久
保
赤
水
関

係
資
料
、
考
古
資
料
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
随
時
、
植
物
学
者
松
村
任

三
関
係
資
料
、
炭
砿
関
係
資
料
、
教
科

言
の
移
り
変
わ
り
等
を
展
示
し
な
が
ら
、

広
く
市
民
の
か
た
が
た
に
、
先
人
の
文

化
と
遺
産
の
理
解
と
継
承
を
図
る
こ
と

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

博禽くば沼5成功させよう科学万 (2)
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1 な
る
よ
う
、
指
導
者
育
成
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
相
談
員
が
地

域
の
中
枢
と
な
り
、
青
少
年
の
良
き
相

談
役
と
し
て
、
青
少
年
健
全
育
成
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

○
健
康
な
体
を
つ
く
る

保
健
体
育

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、
身
近
な

学
校
体
育
施
設
の
開
放
を
は
じ
め
と
し

て
、
各
種
体
育
施
設
の
整
備
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
教
室
、
大
会

を
開
催
し
て
、
「
み
ん
な
で
行
う
楽
し

い
ス
ポ
ー
ツ
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

高浜有明海岸侵食対策事業促進を

建設大臣に陳 Ⅱ

大高市長は、去る三月二十八日、四月十九日の両日、茨城県とともに建設省に行き、建設大臣をはじめ、地元選出衆議一

院
議
員
及
び
関
係
者
に
た
い
し
て
、
高
萩
市
．
一

高
浜
有
明
海
岸
侵
食
対
策
事
業
の
促
進
に
つ
い

て
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、
高

萩
土
木
事
務
所
が
高
浜
有
明
海
岸
に
離
岸
堤
の

設
置
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
五

十
九
年
度
の
事
業
費
は
、
六
千
八
百
万
円
と
大

幅
な
予
算
づ
け
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
ク
ラ
ブ
参
加
に
よ
る
継
続

的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
行
え
る
よ
う

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
給
食
は
、
学
校
教
育
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
毎

日
約
五
千
五
百
食
分
の
調
理
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
心
身
の

健
全
な
発
達
に
資
す
る
た
め
、
児
童
の

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
衛
生
管
理

面
に
お
い
て
も
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て

十
分
注
意
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
一
層
の
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。

｜
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教育費の占める割合 教育費の内訳
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（単位千円）
○社会教育費（252，455）の内訳

社会教育総務費 42，834

公民館費 45，776
（石滝公民館改築費14，386）含む

文化会館管理費 90， 117

青少年対策費 3，993

勤労青少年ホーム管理費 15，017

図書館管理費 45，221

歴史民ｲ谷資料館管理費 9，497

○保健体育費（ 1 40，207）の内訳
保健体育総務費 7，263

学校給食センター管理費120，844
体育施設費 12， 100

（単位千円）

1 ,203,696

69， 389

◎教育費総額

教育総務費

小学校費

中学校費

幼稚園費

社会教育費

保健体育費

128 ， 908

５
２

８
５

７
９

；
中

８
３

２
８

５

252，455

140,207

テレフォンサービス
(3) ｢市政案内」は（23） 1 151 . 1152です。
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市
立
図
書
館
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

◎
ど
の
く
ら
い
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
Ｉ
。

一
日
平
均
一
六
○
人
、
貸
し
出
し
冊
数
で
五

○
○
冊
、
多
い
と
き
に
は
三
五
○
人
、
冊
数
で

一
、
○
○
○
冊
以
上
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
予
想

以
上
の
利
用
者
が
あ
り
、
こ
れ
は
市
民
の
皆
さ
ん

、
○

の
、
文
化
的
関
心
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
す

◎
利
用
者
の
傾
向
は
Ｉ
。

利
用
者
の
６
割
が
女
性
で
す
．
年
代
別
で
は

小
学
生
が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
最
近
は

大
人
の
か
た
の
利
用
も
増
え
て
お
り
、
約
測
％

を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
生
・
高

校
生
の
利
用
が
、
ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。

図
書
館
に
は
、
趣
味
の
本
・
雑
誌
な
ど
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
お
年
寄
り
の
か
た
が

た
も
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
初
め
て
利
用
す
る
と
き
は
１
１
．

来
館
の
う
え
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。
電
算
処
理
の
図
書
利
用
カ
ー
ド
と
本

を
カ
ウ
ン
タ
ー
に
出
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
す
ぐ

借
り
ら
れ
ま
す
。

口
ー

図
書
館
は
、
昨
年
枢
月
の
開
館
か
ら
、
は
や
く
も
５
か
月

を
経
過
し
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
利
用
状
況
・
利
用
の
し
か

た
な
ど
を
図
書
館
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

◎
図
書
館
か
ら
の
お
願
い

◎
読
み
た
い
本
が
み
つ
か
ら
な
い
と
き
は
１
１
↑

希
望
す
る
本
や
、
読
書
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
遠
慮
な
く
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
図
書

館
に
な
い
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
購
入
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
本
を
借
り
る
以
外
に
ど
の
よ
う
な
利
用
が
で

き
ま
す
か
Ｉ
。

図
書
館
に
は
、
百
科
事
典
や
各
種
参
考
図
書

を
備
え
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
（
参
考
図
書
室
）

か
あ
り
ま
す
。
調
べ
も
の
を
す
る
と
き
な
ど
に
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
読
書
会
や
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
に
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
会
議
室
が

二
部
屋
あ
り
ま
す
。
映
写
機
や
フ
ィ
ル
ム
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
大
い
に
ご
活
用
く
だ

封
ご
い
・多

く
の
か
た
に
、
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に

も
借
り
た
図
書
の
返
却
期
限
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
図
書
利
用
カ
ー
ド
を
紛
失
し
な
い

よ
う
大
切
に
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

』山
口

ー

Ｉ
○
カ
ウ
ン
タ
ー
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
の
「
図
書
利

用
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

○
一
人
五
冊
ま
で
、
十
五
日
以
内
借
り

ら
れ
ま
す
。

○
団
体
利
用
申
し
込
み
を
し
ま
す
と
、

ざ

四

百
冊
以
内
三
か
月
間
借
り
る
こ
と
力

で
き
ま
す
。

○
会
議
室
な
ど
を
利
用
し
た
い
か
た
は

カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

壁
ご
い
・

○
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
五

十
分
ま
で
。

○
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
月
末
日
が

休
館
日
と
な
り
ま
す
。
（
月
末
休
館

日
は
、
原
則
と
し
て
月
の
最
後
の
日
。

そ
の
日
が
土
・
日
．
月
曜
日
に
あ

た
る
と
き
は
、
繰
り
上
げ
て
金
曜
日

を
月
末
休
館
日
と
し
ま
す
）

’ ’ 本
を
借
り
る
に
は

休
み

開
罰
館
時
間

の
臼

’

口’

"…･科挙肩博懲?<ば'8‘ (4)



Ｊ

鼻
課
錦
織
騨
癖
騨
騨
鐸
露
騨
麟
轆
雷
吋
く

最
初
、
意
外
に
思
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
灰
色
一
点
ば
り
の
外
観
、
今
で
は
暖

か
み
さ
え
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
す
っ
か

り
な
じ
み
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
一
歩

中
に
入
っ
た
時
の
厳
か
な
感
じ
が
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
吹
き
抜
け
の
天
井
の

高
さ
が
伽
藍
の
よ
う
な
の
で
す
。
書
架

か
ま
だ
カ
ラ
ン
と
し
て
い
て
、
生
ま
れ

た
て
の
図
書
館
と
い
う
感
じ
は
否
め
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
町
の
住
民

で
あ
る
私
に
は
、
だ
ん
だ
ん
充
実
し
て

行
く
図
書
館
を
見
守
っ
て
い
け
る
楽
し

み
か
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
は
、
本
を

お
借
り
す
る
こ
と
以
外
に
も
、
受
験
勉

強
の
大
切
な
時
期
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
、
月
に
一
度
は
円
い
カ
ー

ブ
の
階
段
を
上
が
っ
て
、
会
議
室
で
開

か
れ
る
読
書
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
こ
ん
な
立
派
な
文
化
の
容

れ
物
が
出
来
た
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

陽
気
が
よ
く
な
っ
た
ら
、
本
好
き
の
八
十

才
に
な
っ
た
母
を
案
内
し
て
、
び
っ
く

り
さ
せ
て
や
ろ
う
と
楽
し
み
に
し
て
い

０
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手
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・
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ニ

マ
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函
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一
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手
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画
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｝
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母
図
耆
館

図書館を利用して
Ｆ

守

呂
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・
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■
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画

・
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ニ

ュ

ー

弓

・

・

・

・

・

ニ

ュ
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『

弓

》

・
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■
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伝
言
板

一

・
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・

二

孔

・

■

一

画

・
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・

三

・

・

■

一

二

■

Ｐ

・

・

壬

・

・

・

・

叩ｂ

一

・

畠

▲

二

Ｆ

写

■

一

『

三

五

・

西

■

一

・

・

二

・

二

・

・

・

曲斉藤淑江さん

凸
＆
『
列
‘
・

お
と
な
向
け

『
愛
情
物
語
』

赤
川
次
郎

『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
事
秘
伝
』
赤
木
春
恵

『
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
マ
イ
ン
ド
』

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ゞ
ハ
ー
ト
．
Ｃ

『
牛
久
沼
の
ほ
と
り
』
住
井
す
ゑ

『
生
き
て
行
く
私
』

宇
野
千
代

『
そ
の
細
き
道
』

高
樹
の
ぶ
子

『
お
し
ん
』

橋
田
寿
賀
子

『
私
生
活
』

神
吉
拓
郎

『
風
祭
』

平
岩
弓
枝

子
ど
も
向
け

『
ゆ
う
び
ん
サ
ク
タ
山
へ
い
く
』

い
ぬ
い
と
み
こ

『
優
し
い
ま
な
ざ
し
』
今
江
祥
智

『
チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の
に
じ
』

た
か
は
し
ひ
ろ
ゆ
き

『
南
極
の
タ
ロ
と
ジ
ロ
』
藤
原
一
生

新

品
映
画
会
品

○
５
月
皿
日
出
午
後
２
時
測
分
か
ら

（
毎
月
第
２
土
曜
日
）

ア
ニ
メ
「
海
の
ト
リ
ト
ン
」
帥
分

第
２
会
議
室
入
場
無
料

￥
‐
お
は
な
し
会
￥
‐

○
５
月
泌
日
㈹
午
後
２
時
刈
分
か
ら

３
時
測
分
ま
で
（
毎
月
第
４
土
曜
日
）

高
萩
の
昔
話
や
紙
芝
居
な
ど

ー

着図書案内

り

一一一 ニーーー さ＝＝＝一 一

科学博ずい

Fば
だよ~

、吟

ばいら

ｰ ‐一 ｰ －

る
「
い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
」
の
ア
イ

ド
ル
マ
ー
ク
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
イ
ド
ル
マ
ー
ク
は
、
県
内
の

小
・
中
・
高
校
生
か
ら
募
集
し
た
も
の

で
、
六
千
八
百
六
十
点
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
、
施
設

マ
ー
ク
、
メ
ダ
ル
、
ス
テ
ヅ
カ
ー
、
ワ

ヅ
ペ
ン
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
使
わ
れ

る
ほ
か
、
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
も
作
ら
れ

る
予
定
で
す

茨
城
県
国
際
博
協
力
会
で
は
、
〃
科

子
万
博

つ
く
ば
師
〃
に
県
が
出
展
す

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
・
デ
ザ
イ
ン
画

き
パ
ビ
リ
オ
ン

で
会
い
ま
し
ょ
う

‐
１
１

の
新
し
い
風
」 …'85

と
し
て
、
い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
の
案
意
通
訳
に
登
録
さ
れ
た
方
で
す
。

内
に
あ
た
る
女
子
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
に
ふ
。
。
。
。
＠

さ
わ
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ン
今
度
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
大
学
に
入
学

画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
し
ま
し
た
。
中
学
、
高
校
と
同
じ
所
だ

◎
応
募
資
格
県
内
在
住
者
（
企
業
．
っ
た
の
で
本
当
は
別
な
所
に
行
き
た
か

団
体
グ
ル
ー
プ
で
も
可
・
）
っ
た
の
で
す
か
…
：
．
。

◎
〆
切
り
５
月
訓
日
（
当
日
消
印
有
親
が
一
番
安
心
し
て
い
る
と
思
い
ま

効
）
何
点
で
も
応
募
可
．
す
。

◎
用
紙
白
ケ
ン
ト
紙
Ｂ
５
版
使
用
。
善
意
通
訳
は
、
土
浦
の
友
達
に
聞
い

◎
描
き
方
着
色
全
身
正
面
体
位
画
て
知
り
ま
し
た
。
高
校
生
の
時
、
ニ
ュ

附
属
品
（
帽
子
・
靴
．
，
ハ
ッ
ク
・
手
袋
）
ｌ
ョ
Ｉ
ク
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州

着
用
・
ハ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
や
組
み
合
せ
に
留
学
し
、
そ
の
時
お
世
話
に
な
っ
た

か
あ
る
場
合
は
、
そ
の
》
ハ
リ
エ
ー
シ
ョ
外
国
の
人
に
少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い

ン
を
入
れ
る
。

◎
提
出
方
法
作
品
の
裏
面
に
応
募
者

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
戦
業
・
電
話

番
号
を
記
入
デ
ザ
イ
ン
画
の
説
明
書

（
四
百
字
以
内
）
添
付

◎
応
募
先
茨
城
県
国
際
博
協
力
局
ユ

’
一
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
画
募
集
係
水

戸
市
南
町
三
の
山
の
三
七
詳
し
く
は
」

、

恋
水
戸
（
２
７
）
４
０
２
９
〈

市
内
高
浜
町
に
住
む
滝
野
ま
ゆ
み
さ

ん
（
四
才
）
は
、
市
内
で
た
だ
一
人
善

お
世
話
に
な
っ
た
外
国

人
に
少
し
で
も
役
に
立

ち
た
い
…
…

善
意
通
訳
に
た
だ
一
八

ー

滝野まゆみさん

ｉ
ｌ
ｌ

で
き
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
思

て
ま
す
Ｉ
。
と
つ
ぶ
ら
な
ひ
と
み

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
運
転
免
許
を
と
る
こ
と
に

中
と
い
う
ま
ゆ
み
さ
ん
。

お
し
と
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
、

代
的
セ
ン
ス
を
持
ち
合
わ
せ
た
『
チ

ー
ミ
ン
グ
な
女
性
で
し
た

。
み

キ
エ
９
る
こ
と
で
す

と
思
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。

外
国
の
人
と
交
流
で
き
る
の
が
、
と
－

て
も
楽
し
み
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
高
校
一

の
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
留
学
生
と
の
交
流

や
福
祉
の
活
動
を
し
て
い
た
の
で
、
と

て
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。

将
来
は
、
ま
だ
ば
く
然
と
し
て
わ
か

ら
な
い
け
ど
、
何
か
外
国
の
人
と
接
触

－

※
善
意
通
訳
と
は
…

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
基
づ
き
、
科
学

万
博
等
に
訪
れ
た
外
国
人
に
対
し
て
、

道
案
内
や
交
通
案
内
等
に
関
す
る
通
訳

I

を
一

注も．

密,現
一 －－ 一 言

(5) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1152です。
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示そう交通マナー畿

磯

鬮
蕊鶏

霞轌､… ”. "熱

轍

▲4月15日、下手綱「丹生神社のささら舞」が演じられ

ました。一昨年、 60年ぶりに復活された丹生神社に伝わ

る 「棒ささら」が、地元の保存会のかたがたにより、み

ご､とに演じられました。

▲4月6日、春の交通安全週間の始まったこの日、パトカー2

台の先導で、交通安全と事故防止を呼びかけるパレードが行わ

れました。市長・警察署長・交通安全協会長ほか7つの各種団

体が参加しました。

‐

…参.錘

鰯■藩
霧難落鮎簿曙報騨辮

~

酷独浄

盈暉＝

▲4月8日、市民体育館。町内別ママさんバレーボール大

会が行われ、参加8チームによる、熱戦がく りひろげられ

ました。優勝一島名。 2位一本町。 3位一安良川A ･安良

川Bチーム。

▲硬式テニス教室。高萩テニスコートで、 4月12日～27日の

期間。 10回にわたって開かれ、テニスの初歩からルール･試合

のしかたまでを教わりました。 32名が受講されました。

博禽くば'85成功させよう科学万 (6)


